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1.  平成21年3月期第3四半期の業績（平成20年4月1日～平成20年12月31日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第3四半期 3,461 ― 18 ― 26 ― △3,811 ―
20年3月期第3四半期 3,925 △12.8 △51 ― △217 ― △255 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益
円 銭 円 銭

21年3月期第3四半期 △82.74 ―
20年3月期第3四半期 △9.77 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第3四半期 6,943 2,669 38.2 55.50
20年3月期 10,569 5,913 55.6 140.55

（参考） 自己資本   21年3月期第3四半期  2,653百万円 20年3月期  5,875百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無   

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 0.00 0.00 0.00 1.00 1.00
21年3月期 0.00 0.00 0.00 ――― ―――

21年3月期（予想） ――― ――― ――― 0.00 0.00

3.  平成21年3月期の業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 4,700 △7.5 130 ― 140 ― △3,690 ― △77.19

4.  その他 
(1) 簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

詳細は、３ページ〔定性的情報・財務諸表等〕４．その他をご覧ください。  

(2) 四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

詳細は、３ページ〔定性的情報・財務諸表等〕４．その他をご覧ください。  

(3) 発行済株式数（普通株式） 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第3四半期  48,849,935株 20年3月期  42,849,935株
② 期末自己株式数 21年3月期第3四半期  1,047,546株 20年3月期  1,047,496株
③ 期中平均株式数（四半期累計期間） 21年3月期第3四半期  46,056,951株 20年3月期第3四半期  26,085,798株

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、業況の変化等  
により上記予想数値と異なる場合があります。業績予想の前提となる条件等については、２ページ【定性的情報・財務諸表等】３．業績予想に関する定性的情報を  ご
覧ください。 
２．当事業年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第  14
号）を適用しております。また、「四半期財務諸表等規則」に従い四半期財務諸表を作成しております。  



定性的情報・財務諸表等

１．経営成績に関する定性的情報

　当第３四半期（９か月）における我が国経済は、米国のサブプライムローン問題に端を発した世界的な金融不安お

よび企業業績の悪化による設備投資の減少、雇用環境の悪化ならびに所得の低迷に起因する個人消費の落ち込み等に

より、景気の減速感を一層強める状況となりました。

　このような状況のもと、当社におきましては、主力製品であります液化石油ガス容器用弁が規制緩和により交換需

要が減少したことおよび設備投資抑制の影響等を受けて鉄鋼製弁類の需要が減少したことから、売上高は3,461百万円

となりました。

 収益面におきましては、生産の効率化および徹底した経費削減施策による製造原価の低減を図るとともに、高騰す

る原材料価格を販売価格に転嫁することを急務とし営業活動を行ってまいりましたことにより、第３四半期累計期間

においては収益性は若干向上し、営業利益は18百万円、経常利益は26百万円となりました。

　しかしながら、第２四半期累計期間において、特別損失に保有投資有価証券の株価下落による投資有価証券評価損

632百万円および長期貸付金に対する貸倒引当金として3,176百万円を計上しましたので、当四半期純損失は3,811百万

円となりました。

２．財政状態に関する定性的情報

　①資産・負債及び純資産の状況

　　　（資産）

　　　　　流動資産は、前事業年度末に比べて、599百万円減少して2,841百万円となりました。これは主に、現金及び預

　　　　金の減少519百万円、有価証券の減少65百万円によるものです。

　　　　　固定資産は、前事業年度末に比べて、3,025百万円減少して4,102百万円となりました。これは主に、投資有価

証券の減損処理等による減少350百万円および長期貸付金の増加465百万円ならびに長期貸付金の回収懸念による

貸倒引当金の増加3,176百万円によるものです。

　　　　　この結果、資産合計は前事業年度末に比べて、3,625百万円減少して6,943百万円となりました。

　　　（負債）

　　　　　流動負債は、前事業年度末に比べて、164百万円減少して1,273百万円となりました。これは主に、支払手形の

減少82百万円および短期借入金の減少34百万円ならびに賞与引当金の減少45百万円によるものです。

　　　　　固定負債は、前事業年度末に比べて、216百万円減少して3,000百万円となりました。これは主に、社債の減少

　　　　100百万円、長期借入金の減少76百万円および退職給付引当金の減少19百万円によるものです。

　　　　　この結果、負債合計は前事業年度末に比べて、381百万円減少して4,273百万円となりました。

　　　（純資産）

　　　　　純資産は、前事業年度末に比べて、3,244百万円減少して2,669百万円となりました。これは主に、新株式およ

び新株予約権の発行により502百万円増加し、四半期純損失により3,811百万円減少したためです。

　　　この結果、自己資本比率は前事業年度末の55.6%から38.2%となりました。

　　　②キャッシュ・フローの状況

　　　　　当第３四半期末の現金及び現金同等物（以下「資金」という）の残高は、前事業年度末に比べて、572百万円

　　　　減少し、108百万円となりました。

　　　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　　　　　営業活動の結果使用した資金は146百万円となりました。これは主に、売上債権の増加額213百万円によるため

です。

　　　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　　　　　投資活動の結果使用した資金は641百万円となりました。これは主に、貸付けによる支出が、貸付金の回収によ

る収入を上回った（465百万円）こと、投資有価証券の取得による支出100百万円によるためです。

　　　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　　　　　財務活動の結果得られた資金は215百万円となりました。これは主に、新株式および新株予約権の発行による収

入491百万円が、借入金の返済および社債の償還による支出197百万円を上回ったためです。

 

３．業績予想に関する定性的情報

　　　　平成20年11月26日の業績予想の修正に関するお知らせで発表しました平成21年３月期の業績予想から修正は行っ

ておりません。

 



４．その他

（１）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

①簡便な会計処理

　　　　　１）棚卸資産の評価方法

　　　　　　　当第３四半期会計期間末の棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ

　　　　　　正味売却価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。

　　　　　２）固定資産の減価償却費の算定方法

　　　　　　　定率法を採用している資産については、事業年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によ

　　　　　　っております。

　　　　　３）繰延税金資産の算定方法

　　　　　　　当第３四半期会計期間末の繰延税金資産の回収可能性に関しては、前事業年度末以降に経営環境等、か

　　　　　　つ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前事業年度において使用した将来の業績

　　　　　　予想やタックス・プランニングを利用する方法によっております。

　　　　②四半期財務諸表の作成に特有の会計処理

　　　　　該当事項はありません。

（２）四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

①当事業年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する

　会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期財務諸表等規

　則」に従い四半期財務諸表を作成しております。

　　　　②棚卸資産の評価基準及び評価方法の変更

　　　　　　通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、主として総平均法による原価法によっておりまし

　　　　　たが、第１四半期会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準　第９号　平成18年７月

　　　　　５日）が適用されたことに伴い、主として総平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に

　　　　　基づく簿価切下げの方法）により算定しております。

　　　　　　なお、この変更に伴う損益に与える影響はありません。



５．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期会計期間末 
(平成20年12月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成20年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 493,374 1,012,439

受取手形及び売掛金 1,178,947 1,191,409

有価証券 78,513 114,208

商品 1,709 4,215

製品 339,551 308,326

半製品 220,936 175,026

原材料 268,564 293,706

仕掛品 77,765 67,311

貯蔵品 14,565 26,103

その他 167,188 248,220

流動資産合計 2,841,116 3,440,968

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 167,937 180,562

構築物（純額） 15,905 17,478

機械及び装置（純額） 317,638 327,414

車両運搬具（純額） 1,512 1,748

工具、器具及び備品（純額） 34,306 35,341

土地 2,506,900 2,506,900

建設仮勘定 9,801 －

有形固定資産合計 3,054,001 3,069,445

無形固定資産   

電話加入権 2,810 2,810

その他 56,061 4,599

無形固定資産合計 58,872 7,409

投資その他の資産   

投資有価証券 336,371 686,764

長期貸付金 3,630,000 3,164,721

その他 287,345 287,211

貸倒引当金 △3,264,305 △87,455

投資その他の資産合計 989,410 4,051,242

固定資産合計 4,102,284 7,128,097

資産合計 6,943,400 10,569,065



（単位：千円）

当第３四半期会計期間末 
(平成20年12月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成20年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 583,858 671,756

短期借入金 － 34,000

1年内返済予定の長期借入金 114,360 142,000

1年内償還予定の社債 140,000 100,000

未払法人税等 13,435 22,339

賞与引当金 18,661 64,330

その他 403,325 403,772

流動負債合計 1,273,640 1,438,198

固定負債   

社債 280,000 380,000

新株予約権付社債 800,000 800,000

長期借入金 221,510 297,750

再評価に係る繰延税金負債 967,404 967,404

退職給付引当金 635,648 654,680

その他 95,786 117,245

固定負債合計 3,000,349 3,217,080

負債合計 4,273,990 4,655,279

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,507,423 3,264,423

資本剰余金 1,549,401 1,909,750

利益剰余金 △3,806,006 △556,547

自己株式 △157,206 △157,201

株主資本合計 1,093,610 4,460,424

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 39,986 △134,707

繰延ヘッジ損益 68,706 98,698

土地再評価差額金 1,451,107 1,451,107

評価・換算差額等合計 1,559,799 1,415,097

新株予約権 16,000 38,263

純資産合計 2,669,410 5,913,786

負債純資産合計 6,943,400 10,569,065



（２）四半期損益計算書 
（第３四半期累計期間） 

（単位：千円）

当第３四半期累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

売上高 3,461,145

売上原価 2,835,908

売上総利益 625,237

販売費及び一般管理費 606,773

営業利益 18,463

営業外収益  

受取利息 28,012

受取配当金 2,957

その他 13,407

営業外収益合計 44,376

営業外費用  

支払利息 6,537

社債利息 3,307

手形売却損 11,522

株式交付費 10,720

有価証券売却損 362

その他 4,251

営業外費用合計 36,702

経常利益 26,138

特別利益  

投資有価証券売却益 11,311

特別利益合計 11,311

特別損失  

貸倒引当金繰入額 3,176,850

固定資産除却損 1,423

投資有価証券売却損 1,975

投資有価証券評価損 632,506

役員退職慰労金 26,715

特別損失合計 3,839,470

税引前四半期純損失（△） △3,802,020

法人税、住民税及び事業税 8,986

四半期純損失（△） △3,811,006



（第３四半期会計期間） 

（単位：千円）

当第３四半期会計期間 
(自 平成20年10月１日 
 至 平成20年12月31日) 

売上高 1,197,089

売上原価 998,235

売上総利益 198,853

販売費及び一般管理費 208,361

営業損失（△） △9,507

営業外収益  

受取利息 8,956

受取配当金 486

その他 2,153

営業外収益合計 11,597

営業外費用  

支払利息 1,784

社債利息 1,295

手形売却損 4,357

有価証券売却損 5,758

有価証券運用損 1,713

その他 3,946

営業外費用合計 18,856

経常損失（△） △16,766

特別利益  

投資有価証券売却益 1,500

特別利益合計 1,500

特別損失  

固定資産除却損 1,386

特別損失合計 1,386

税引前四半期純損失（△） △16,651

法人税、住民税及び事業税 2,995

四半期純損失（△） △19,647



（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

当第３四半期累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税引前四半期純損失（△） △3,802,020

減価償却費 63,473

貸倒引当金の増減額（△は減少） 3,176,850

賞与引当金の増減額（△は減少） △45,669

退職給付引当金の増減額（△は減少） △19,032

受取利息及び受取配当金 △30,969

支払利息 9,845

株式交付費 10,720

有価証券運用損益（△は益） 362

投資有価証券売却損益（△は益） △9,336

投資有価証券評価損益（△は益） 632,506

固定資産除却損 1,423

売上債権の増減額（△は増加） △213,926

たな卸資産の増減額（△は増加） △48,402

仕入債務の増減額（△は減少） △87,898

未払消費税等の増減額（△は減少） △10,041

割引手形の増減額（△は減少） 226,071

その他 △4,578

小計 △150,620

利息及び配当金の受取額 24,625

利息の支払額 △8,642

法人税等の支払額 △11,942

営業活動によるキャッシュ・フロー △146,580

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有価証券の売却による収入 36,271

有形固定資産の取得による支出 △61,526

無形固定資産の取得による支出 △14,553

投資有価証券の取得による支出 △100,328

投資有価証券の売却による収入 28,903

貸付けによる支出 △700,000

貸付金の回収による収入 234,721

定期預金の増減額（△は増加） △64,820

その他 154

投資活動によるキャッシュ・フロー △641,177



（単位：千円）

当第３四半期累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の返済による支出 △34,000

長期借入金の返済による支出 △103,880

社債の償還による支出 △60,000

株式の発行による収入 478,762

自己株式の取得による支出 △4

新株予約権の発行による収入 12,517

新株予約権の買入消却による支出 △38,263

配当金の支払額 △39,532

財務活動によるキャッシュ・フロー 215,598

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △572,158

現金及び現金同等物の期首残高 680,794

現金及び現金同等物の四半期末残高 108,635



　当事業年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期財務諸表等規則」に従い四

半期財務諸表を作成しております。

（４）継続企業の前提に関する注記

　　　　　当社は、当第３四半期におきまして、原材料価格の高騰を十分に販売価格に転嫁することができなかったこと

等から、営業キャッシュフローが146百万円のマイナスとなっております。

　また、第２四半期累計期間におきまして、長期貸付金に対する貸倒引当金として3,176百万円を設定したことか

ら、当第3四半期累計期間において3,811百万円の四半期純損失を計上し、財政状態に著しい影響を及ぼしており、

継続企業の前提に関する重要な疑義を抱かせる状況となっております。

　当社は、このような状況を早期に解消すべく、貸付先に対し返済期日までに確実に返済するよう引き続き求め

るとともに、製造原価低減施策として海外よりの部品調達の拡大および新生産管理システムの導入による生産効

率の向上施策等の諸施策を推進し、収益性の向上を目指します。

なお、主要原材料であります黄銅材の購入価格が昨今急落していることを受け、今後、収益性の改善が見込ま

れる状況であります。

　当社は、上述の収益性向上施策および現在推進しております新規事業の業績拡大施策を更に強力に推進し、安

定した企業基盤のもと、早期業績回復を図ってまいります。

　なお、四半期財務諸表は継続企業を前提として作成されており、上記のような重要な疑義の影響を四半期財務

諸表には反映しておりません。

　

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

第三者割当増資による新株式の発行の内訳

　１.　発行する株式の種類及び数 　普通株式6,000,000株

　２.　発行価格 　１株につき　金81円

　３.　発行価格の総額 　486,000,000円

　４.　資本組入額の総額 　243,000,000円

　５.　割当の方法
　第三者割当の方法により6,000,000株を株式会社エーアンドケー

　に割り当てる。

　６.　申込期間 　平成20年６月20日

　７.　払込期日 　平成20年６月20日

　８.　新株券交付日 　平成20年６月20日

　９.　資金調達の目的

　企業体質の強化と収益の改善を目的とした中期経営計画「ＭＳ

　新３ヵ年計画」の達成に向け、以下の目的で資金調達を行いま

　した。

 （1）財務体質の強化

 （2）甲府工場の生産設備の更新

 （3）新製品の研究開発

 （4）内外メーカーとの業務提携またはＭ＆Ａ



「参考資料」

前年同四半期に係る財務諸表等

（１）（要約）四半期損益計算書

前第３四半期累計期間（平成19年４月１日～12月31日）

科目

前年同四半期
（平成20年３月期
第３四半期）

金額（千円）

Ⅰ　売上高 3,925,026

Ⅱ　売上原価 3,340,883

売上総利益 584,142

Ⅲ　販売費及び一般管理費 635,642

営業損失 △51,500

Ⅳ　営業外収益  

１．受取利息　 21,424

２．受取配当金 6,770

３．その他　 18,646

　　営業外収益合計　 46,842

Ⅴ　営業外費用  

１．支払利息　 18,668

２．社債利息　 3,402

３．手形売却損　 7,736

４．有価証券運用損　 74,923

５．株式発行費　 43,643

６．社債発行費　 40,600

７．その他　 23,980

　　営業外費用合計 212,954

経常損失 △217,612

Ⅵ　特別利益  

１．貸倒引当金戻入額　 5,258

　　特別利益合計 5,258

Ⅶ　特別損失  

１．固定資産除却損　 809

２．投資有価証券評価損　 8,280

３．役員退職慰労金　 24,682

　　特別損失合計 33,772

税引前四半期純損失 △246,126

法人税、住民税及び事業税 8,956

四半期純損失 △255,083



６．その他の情報

　　該当事項はありません。
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